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2020年2月15日から19日にかけて、釧路水試北辰丸を用いて噴火湾及びその周辺海域の環境
調査を実施しましたので、その結果をお知らせします。図１に示す10m深水温の水平分布か
ら、沿岸親潮（指標：水温３℃以下）は湾内では湾口部、胆振側を中心に分布しており、そ
の先端は長万部沖にあります。また、湾内における沿岸親潮水の湾内占有率は約19％であり、
ほぼ平年並みです（図２）。
太平洋沿岸域における定期観測の結果から（図３）、日高沖には水温０℃台の沿岸親潮が

分布しており、今後、この水塊が噴火湾に流入することにより湾内の水温はさらに低下する
ことが予想されます。しかし、津軽暖流（指標：水温６℃以上）が日高沿岸まで張り出して
おり、沿岸親潮の湾内流入は一時中断される見込みです。

図１ 噴火湾およびその周辺海域における
10m深水温の水平分布
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図２ 沿岸親潮、津軽暖流の湾内占有率

2/15 沿岸親潮
津軽暖流

図３ 太平洋沿岸域（左図の観測線）における水温の鉛直断面
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